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世界初の製品化  水田用 抑草ロボット

住所： 神奈川県相模原市中央区由野台３-１-１

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構 

■ロボットの概要
　LEV-1、LEV-2は月着陸機SLIMに搭載された小型ロボットで、
日本で初めて月面を移動探査したロボットとなりました。
その特徴は以下の通りです。
• ホッピング移動による高い走破性
大きさが小さいがゆえの不整地における走破能力の低さをホッ
ピングによる移動でカバーしています。
• 画像を用いた完全自律探査
取得したカメラ画像から周囲の地形や物体を認識し、地球からの
コマンドなしに完全に自律的に探査します。
• 地球直接通信とロボット間通信
SLIMなどの中継機は不要で地球と直接通信します。また、ロボッ
ト間通信により複数台で連携した探査を行います。

■月面での動作
　2024年1月20日（日本時間）にSLIMから月面に向けて放出さ
れ、SLIM着陸地点周囲を完全に自律的に探査し、取得したデータ
を地球に直接送り届けました。
• 放出後、LEV-1は約2時間動作、7回のホッピング移動を行いま
した。
• LEV-2が取得したSLIM本体の着陸後の状態を捉えた画像を
LEV-1経由で地球に送信しました。
• LEV-1はアマチュア無線の周波数（UHF）も使用して月面から
データを送信し、世界初の月面アマチュア無線局となりました。

■今後の月面探査への適用
　地球と直接通信可能な独立した小型ロボットの出現により、誰で
も月面探査が可能な時代になりました。
• 月面着陸ミッションの支援
着陸機から分離して独立動作するため、着陸後の状況の把握が確
実になります。

• 小型で安価な月面探査ロボットの提供
複数ロボットを用いた面的探査に適しています。
• 中継通信
別のロボットのデータを地球に向けて中継送信します。
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日本初の月面探査ロボットLEV-1/LEV-2

LEV-1とLEV-2の仕様と月面でのミッションのイメージ

（LEV-1） 宇宙科学研究所  大槻 真嗣　Tel： 070-1170-2827　E-mail: otsuki.masatsugu@jaxa.jp
（LEV-2） 探査イノベーションハブ  平野 大地　Tel： 070-1170-3304　E-mail: hirano.daichi@jaxa.jp

■おコメの有機栽培の最大の障壁「除草」を省力化
　有機食品市場が世界的に急速な成長を続けています。国内でも
市場規模は2,240億円（2022年時点）と言われ、農水省が2022
年に行った調査によると「毎日、有機食品を食べる」との回答は
16.5％にのぼります。一方で、有機JAS認定を受けたおコメの栽
培比率は0.1～0.2%に留まっており、需要に対して供給が全く追
いついていない状況です。
　おコメの有機栽培が拡大していない最大の理由は「雑草対策」で
す。有機栽培では除草剤を使用しないため、機械や手で除草の作業
をしなくてはならず、通常の1.5倍の労働時間が必要でした。私た
ち、株式会社NEWGREENは、この課題を解決するためにアイガモ
ロボの開発を進めてきました。
　2022年、実用化に向けたプロトタイプ210台で行った全国36
箇所の実証実験では、除草工数が平均58％削減され、収穫量を平
均10％増加させることができました。十分な抑草効果と省力化、経
済性を両立したことで、世界で初めて製品化に成功し、2023年に
は500台を製造、全数を井関農機から販売しています。

■アイガモロボの特徴・独自性
　世界初の製品化に成功したポイントは、エネルギー効率を良くす
るために「浮かべた」こと、「草を取る」から「抑草する」へ発想を転換
したこと、ソーラーパネルと自動航行システムによりエネルギー補
給や操縦の「手間がない」ことの3点です。
　アイガモロボは抑草効果だけではなく、稲を食害する「ジャンボタ
ニシ」の被害軽減や、水田から発生する温室効果ガスである「メタ
ン」の削減の効果も確認されており、大学や国と連携した効果検証
を進めています。

■日本から、世界へ
　アイガモロボはG7農業大臣会合でも実演・展示され、世界各国
から注目を集めています。2024年度は中国、ベトナム、カナダ、
フィリピンで、現地の研究機関や大学、コメの流通事業者と連携し、
現地での実証を推進しています。
　日本発の技術で、日本・世界の農業をより豊かにするべく、国内外
での実証や導入いただいた農業者からのフィードバックをもとに、
今後もアイガモロボは進化を続けていきます。

アイガモロボによる雑草の抑草メカニズム
①濁りによる遮光： 水面下雑草の光合成を抑え、雑草の生育を阻害する。
②水流による雑草の巻き上げ： 根張りの弱い雑草などを、条件によっては水流による
雑草の巻き上げ。
③トロトロ層の形成： 巻き上げられた土が堆積してトロトロ層が形成され、雑草の芽を
埋没させる。

水田に浮かべる自動抑草ロボット
「アイガモロボ」
株式会社NEWGREEN
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